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アサヒ通信 株式会社

業界でいち早く自動機械を導入したアサヒ通信
では、常に最新の設備を導入し、完全自動化、
省力化に取り組んでいます。カーステレオ用の
ハーネス加工からスタートし、今日までエレクト
ロニクス分野を中心に、時代のニーズに合わせ
て技術開発を重ねてきました。また、高度化・小
型化する情報通信機器に対応する超極細同軸
ケーブルの生産設備を自社開発するなど、常に
利用価値の高い新製品への開発に取り組みを進
めています。カーオーディオの分野でも、音へ
の徹底的なこだわりから、車載ハーネスに必要
な高温試験・振動試験などを繰り返し、さらに
TDR 測定器・X 線検査機などで独自の検査基
準をクリアして、高い信頼を得ています。

メイド・イン・福島の製品を新規開発して意欲的にアピール

車載用カメラケーブルの用途は拡大する流れにあり、それらの画像等の
通信は、より高速化・高精度化と変化してきており、今後もますます、軽
薄短小化、高密度化、高周波対応化、複合連携化が求められると考えら
れます。今回、高周波測定器一式（ネットワークアナライザー）を導入し
たことにより、積極的に車載用カメラケーブルの新規部品の開発を行い、
独自に評価分析することで自社開発製品の信頼性を高め、品質の向上お
よび質の高い製品を継続して市場に提供できます。自社での評価試験が
増えると、性能や評価に関するデータやノウハウを蓄積して顧客に新たな
技術を提案することもできます。これは試験時間短縮による納期短縮にも
つながります。顧客から信頼を得ることで優位性を保持し、競合企業と
の差別化を図れるものと期待しています。
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課題　Issue 実施内容　Measures 成果　Results

自社開発製品の信頼性を高め、品
質の向上および質の高い製品を継
続して市場に提供するため、自社製
品の品質を評価する品質評価試験
を実施しています。今までその都度
外部委託しており、借用先の設備の
空き状況に左右され、試験実施ま
での時間が不透明でした。それに
より、客先に提案・報告できる時期
が読めず、製品化までの時間がかか
りました。また、試験費用も膨大で、
試験時間によっても異なりますが、
自社で試験実施の場合は電気代の
みで済むところ、外部設備借用時は
１製品あたり約90万円必要でした。
このように、設備を所持していない
ために積極的な自社開発もできずに
いました。

ワイヤーハーネス・ケーブルの端末
加工を行い、種々の機器間接続を
目的とする製品の製造をしています。
中でも車載用ケーブルは、現在、
バックモニターなどのリアビューカメ
ラケーブルが主流ですが、安全性
向上の流れから、車載用カメラはリ
アカメラにとどまらず、車の前方左
右や運転席・助手席などにも取り付
けられ、車の周囲をモニター、ひい
ては自動走行装置へ応用できるカメ
ラなど、その用途は広がっています。
今回、高周波測定器（ネットワーク
アナライザー）の導入により、高精
度カメラケーブルの高周波における
伝送特性測定が可能かどうかの検
証を実施しました。

借用先の設備の空き状況に左右さ
れず「高周波試験」が実施できるよ
うになったため、打合せ・段取り時
間が、これまで（設備導入前）は１
週間から数か月かかっていたものが
必要なくなり、大幅に時間短縮（１
週間～数か月）できました。費用面
でもこれまで外部設備借用代がか
かっていたのが、当社内の電気代の
みに抑えられる見込みになり、性能
不十分である場合には、すぐに中断・
分析の対応ができ、再試験が最小
限の費用で可能になります。また、
設計に関する情報管理を徹底でき、
機密情報漏洩のリスク排除ができる
など、多くのメリットも出てきました。

高周波計測対応と
高精度化対応が可能に

高周波測定機を導入し
従来設備と比較

評価試験の時間・費用面で
ロスを軽減したい

車載用高精度カメラケーブルの
新規開発による競争力強化
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